平成20年6月16日

第118回学術講演会の講演論文集（冊子版、CD-ROM版）における
文字抜けの発生について
学術講演委員会

平成20年5月13～15日に開催した第118回学術講演会で配布した講演論文集の冊子及びCD-ROMのPDFファイルにおける、英字等の文字抜けに関して報告いたします。

＜状況＞

講演番号2、22、23、51、55、P-3及びP-6の英文タイトル及び本文中の一部英字、記号が脱字
＜原因＞

投稿されたPDFファイルに、使用している全ての「フォントの埋め込み」がされていないため、印刷会社でのPDFファイル編集（講演番号やページの挿入等）時に一部の文字が抜け落ちた。
なお、「フォントの埋め込み」がされていない投稿論文が他にもあったが、脱字は発生していない。「フォントの埋め込み」がされていない場合でも、必ず脱字が発生するとは限らない。
＜対策・ご協力のお願い＞

上記の様な不具合を発生させないために、論文集投稿要領に明記してありますように、PDFファイル作成時には必ず「フォントの埋め込み」を行ってください。「フォントの埋め込み」がされていないことにより生じた不具合に関して、学会は責任を持ちません。
PDFファイル作成時の「フォントの埋め込み」は、PDFを作成するソフトウエアやその設定により異なりますが、Adobe社Acrobatの場合「PDF設定」の項で「プレス品質」や「高品質印刷」を選択することにより、使用する全てのフォントをPDFファイルに埋め込むことが可能となります（デフォルト設定の場合）。なお、「標準」では、全てのフォントが埋め込まれるとは限りません。実際のフォント埋め込みは「編集」-「フォント」のメニューで、「すべてのフォントを埋め込む」を選択すると共に、「常に埋め込まないフォント」にフォントが設定されていないことをご確認ください。
会員の皆様のご協力の下、PDF（オンライン）投稿によって、講演論文へのカラー図面の使用やディジタル化によるオンライン公開等、利便性を向上することが可能となりました。

PDFファイルの作成・投稿に関しましても、より一層のご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

なお、今回に限り、上記脱字が発生した上記7つの講演論文は、学術講演委員会で修復して、オンライン公開を行います。
以上

